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北 見 市 
 

民 児 協 名 北見市民生委員児童委員協議会 事務局 

広報等による

ＰＲ活動 

強化週間期日と前後しているものもありま 

すが、報告させていただきます。 

○「広報きたみ」４月号に、民生委員募集を 

兼ねて、民生委員児童委員の役割につい 

ての広告を掲載していただきました。 

○「広報きたみ」５月号には例年同様、活動 

内容周知について掲載しました。 

○児童福祉週間ポスターを各単位民児協に 

配布。 

 児童館他、掲示を依頼しました。５月末日

まで掲示可能の所もありました。北見市

庁舎にもポスター掲示・フリーペーパー

「みんせい！」の設置を依頼しました。 

○第４民児協の区域の小学校になります

が、「みんせい！」配布の依頼をしたとこ

ろ、独自に「民生委員・児童委員を知って

いますか？」のチラシ作成をしてくださ

り、「みんせい！」と併せて児童に配布し

てくださいました。 

・活動写真等 

 

  
 

 

 

民 児 協 名 第１民生委員児童委員協議会 

委 員 数 17 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

①道民児連が作成したパンフレットを、各

委員担当地域の町内会ごとに配布し、回

覧を依頼してＰＲに努めました。 

②身分証明書付きネームプレート・蛍光オ

レンジジャンパー・帽子を着用し、地域住

民が安全・安心で生活ができ、また、子ど

もたちを不審者から守るために巡視活動

に努めて参ります。 

③小泉小学校校区内（やさしいまちづくり

運営委員）さんたちと年数回、共同で巡視

しています。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 民生委員児童委員（子どもと高齢者対策） 

・対  象 地域住民、高齢者、こども 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い ①民生委員児童委員を地域の方々に覚えて

もらい、安心・安全な地域づくりに活動し

ています。 

②不審者から子どもを守り、高齢者の徘徊

等の見守り活動。 

③警察より不審者の出没しやすい所の情報

提供をいただいております。 

・内 容 等 ○平成 29 年度より、小学校・中学校との関

わりを持てるようになったことにより、

各種行事に参加し、児童生徒の様子が分

かるようになった。 

○毎月２回、２～３名組になり、小・中学校

校区内外を約１時間かけて巡視パトロー

ルを続けています。 

○担当地域の町内会会長へは、必ず訪問す

る。 

【きっかけ】 

21 世紀における北海道民生委員児童委員活 

動方針の時に、地域を守る安心・安全パト 

ロールがあり、そのことがきっかけとなり 

（平成 17 年度より）活動を開始し継続して 

います。 

・自己評価 民生委員児童委員たちの顔も覚えてもら

え、パトロールの効果もあり、不審者の出没

も少なくなった。 

  

民 児 協 名 第２民生委員児童委員協議会 

委 員 数 18 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

道民児連作成のパンフレットを、担当地域 

43 町内会長宅を訪問し、民生委員児童委員 

概要を同紙で通し説明。 

町内会各班の家庭への回覧を依頼し、民生 

委員児童委員活動の理解、協力を呼びかけ 

た。特に一人世帯には直接訪問し、ＰＲ紙 

をお届けしている。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 地域の見守り活動及び小・中学校との情報交換 

・対  象 児童センター・地区内小中学校 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い ①民生委員児童委員が地域の方々によく活

動内容等を理解してもらい、多くの人に

よる安全・安心なネットワーク形成のた

めに継続的な活動を展開する。 

②不審者から子どもを守り、高齢者の見守

り活動。 

・内 容 等 ○下校時における地域内のふれあい見守り

巡回、巡視活動（毎月４回以上実施） 

○地区内の関係小・中、学校訪問を通しての

民児協活動の理解とＰＲ等の情報交換。 

○子どもの安全対策として、下校時等に各

委員が民児協名入りのベストを着用し、

声かけ見守り活動を継続して実施する。 

地道ではありますが、引き続き活動をし

ている。 
 ・４班（１グループ４～５名）で分担し、年間

通してそれぞれのグループが子どもたちの

下校時間に月４回のふれあいパトロールを

実施している。 

 ・小、中学校、児童センターも訪問し、子ども

たちの活動状況についての情報交換もして

いる。 

 ・担当地域の町内会長宅も必ず訪問している。 

・自己評価 夫婦世帯の高齢化が進む中、特に一人世帯

が多くなってきたと思います。継続活動を

通して、民生委員児童委員に対しての関心

の高まりを感じています。 

今後、活動のあり方について、委員全体で多

様な方策を模索していきたいと考えていま

す。 

 

 

「広報きたみ」４月号に掲載  「広報きたみ」５月号に掲載 
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民 児 協 名 第３民生委員児童委員協議会 

委 員 数 29 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

民児協独自チラシの配布、委員全員の活動 

を助けるための“オレンジジャンパー”を全 

員分作成して配布し、個々の活動に利用し 

ていただき、民生委員児童委員の存在と活 

動を知っていただくため。 

【市民・高齢者・障がい者・子どもたち】 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 子どもの登下校の安全を見守る、訪問の強化（高齢者・

障害のある方の訪問と再確認） 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 普段通りの訪問活動の中で、訪問で感じた

高齢者の小さな変化について、普段より慎

重に確認をする。 

子どもの下校時の見守りをして、子どもの

安全な登下校を手助けする。 

・内 容 等 ○登下校が始まった新入生に、安全のため

の見守り活動。高齢者への寄り添った細

やかなお話の相手と、困りごとの確認と

問題があれば解決のためのお手伝いをし

てあげる。 

○お揃いのジャンパーを着用して、日々の

活動は、街・学校・高齢者に民生委員児童

委員の活動に皆さんが理解と認識。 

 子ども・高齢者・障がい者への小さな日々

の変化を見逃さないことが大切と感じま

した。活動の最初は耳を傾け、話を聞いて

あげることです。 

・自己評価 高齢者のお話を聞いてあげることで、安心

を与えることが出来た。新入生の見守り通

じて、子どもたちに安心と民生委員児童委

員の活動を知っていただく啓蒙活動に役立

ちました。 

 

民 児 協 名 第４民生委員児童委員協議会 

委 員 数 25 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

○各民生委員児童委員に「支え合う住みよ

い社会地域から」のパンフを 10部配布し、

必要なところに配ってもらい、民生委員

児童委員のＰＲを行った。 

○各民生委員児童委員で地域の巡回活動を

行った。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 安心して住み続けることができる地域社会づくり 

・対  象 地域住民、こども 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 民生委員児童委員の存在や活動について地

域住民の方々に周知を図り、理解を深めて

いく。 

・内 容 等 ○高栄小学校を訪問。フリーペーパー「みん

せい！」265 部を持参し、子どもたちに配

布をお願いする。また、児童館を訪問し、

ポスターを貼らせていただき、「みんせ

い！」を置かせてもらった。民生委員児童

委員のＰＲに大きく寄与できたものと思

う。 

○理事会で、「民生委員・児童委員の日活動

強化週間」の意義について聞く。 

・自己評価 民生委員児童委員が組織的なＰＲ活動を一 

斉に展開することで、地域住民をはじめ、こ 

ども、保護者に民生委員児童委員制度や、そ 

の活動を理解していただいた。 

また、ＰＲ活動を行うことで委員自らの意 

識を高めることができた。 

・活動写真等 

 

 
 

 

民 児 協 名 第５民生委員児童委員協議会 

委 員 数 26 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

道民児連作成の啓発用チラシ（不足分はコ

ピー）及び、小冊子「みんせい！」を第５民

児協の担当地区の各町内会長に依頼して各

町内に回覧するとともに、高齢者宅を訪問

した際、啓発用チラシ、ＰＲカード等を配布

するなどして民生委員児童委員のＰＲ活動

を実施した。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 民生委員児童委員の啓発活動 

・対  象 第５民生委員児童委員協議会担当地区住民 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 各民生委員児童委員担当地区の住民に「民

生委員児童委員の支援・活動内容、担当委

員」等の周知を図るため啓発用チラシ等の

回覧を行うとともに、高齢者宅を訪問した

際、ＰＲカードを配布するなどしてＰＲ活

動に努めた。 

・内 容 等 ○各担当区内の 125 町内会の会長に、啓発

用チラシ及び小冊子「みんせい！」の回覧

を依頼し、傘下の 424 班の世帯に回覧し

てもらい、民生委員児童委員のＰＲ活動

を実施した。 

さらに高齢者宅を訪問した際、ＰＲカー

ド等を配布して広報活動を行った。欠員

している地区の町内会長には、「民生委員

募集」の文書も回覧してもらい、募集活動

も実施した。 

○町内の中には、民生委員児童委員活動を

知らない住民もいることから、道民児連

作成の啓発用チラシ（不足分はコピー）及

び小冊子「みんせい！」を各委員が担当地

区の各町内会長宅を訪問し、傘下の各班

（424 班）へ回覧するよう依頼し、広報活

動に努めた。 

・自己評価 活動内容の概要及び、担当地区の民生委員 

児童委員の氏名等が普段あまり訪問できな 

いところに対しても、ＰＲ活動ができたと 

思われる。 

  

民 児 協 名 第６民生委員児童委員協議会 

委 員 数 27 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

①「児童福祉週間」ポスターを各委員が最寄

りの住民センター・児童センター、小学校

へ持参し、配布して、貼付けを依頼。全 20

枚を配った。 

独自で作成したチラシ 
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②全委員が所属の町内会長に「啓発用のパ

ンフレット」の回覧依頼し、地域の皆さん

に広報し、民生委員児童委員の理解を深

めた。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 各地域の皆さんに民生委員児童委員の活動を理解 

・対  象 こども 

・実施期間 令和５年５月８日～31 日 

・ね ら い 少しでも地域の方々に民生委員児童委員の 

活動を理解してもらうために活動した。 

・内 容 等 ○北見市西小学校 335 部、北見市北光小学

校 435 部、会長・副会長・主任児童委員２

名にて、「みんせい！」フリーペーパーを

持参し、各副校長に学生に配布を依頼し

た。 

○巡回カードを委員全員に提出してもら

い、活動の意識付けを行った。 

○全委員が民生委員児童委員活動を意識

し、積極的な活動を行っていきたい。 

 

民 児 協 名 第７民生委員児童委員協議会 

委 員 数 25 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

①道民児連作成のパンフレットを「広報き

たみ」５月号に掲載し、全戸配布ＰＲ。 

②パンフレットを各町内会に配布し、回覧

をお願いした。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 地域のパトロール実施 

・対  象 地域住民、高齢者、児童、生徒 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 地域の安心・安全の確保 

・内 容 等 ○担当地域が安心・安全に生活できるよう

に、５班編成で月２回（年間を通して）巡

回パトロールを実施している。 

○担当地区内の保育園・小学校・中学校を訪

問して意見交換。 

○フリーペーパー「みんせい！」を小学校に

配布依頼した。（610 部） 

○少しずつではあるが、独居高齢者宅の訪

問を２類から５類になったことで増やし

ているところです。 

・自己評価 巡回時に、“民生委員児童委員”の名入れの

腕章をして巡回パトロールをすることで、

地域の不審者予防にもなっていると思いま

す。 

学校帰りの子どもたちも安心している様子

で、元気に挨拶してくれ、やりがいがある。 

 

民 児 協 名 第８民生委員児童委員協議会 

委 員 数 12 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

道民児連作成パンフレットを担当地区委員 

が配布。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

・対  象 高齢者、こども 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 民生委員児童委員活動等の周知 

・内 容 等 ○高齢者・独居の方々に訪問の時、不審電話

による詐欺がまだまだ多いので声かけを

する。 

○担当地区の公園などの見守り、危険な所

がないか、巡回パトロールの実施。 

・自己評価 高齢者、独居の世帯が増えて、子ども世帯は 

減っている。 

民 児 協 名 第９民生委員児童委員協議会 

委 員 数 10 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

小・中学校３校訪問時にフリーペーパー「み 

んせい！」を配布。児童生徒に届け、民生委 

員児童委員活動を啓発ＰＲした。 

各学校の問題について報告を受け、今後と 

も委員・学校・地域との連携を申し合わせて 

きた。 

また、各委員は地域の町内会長、独居世帯に 

民生委員児童委員のチラシを配布した。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 学校訪問、各団体訪問 

・対  象 地域住民、小中学校、駐在所、市出張所 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 民生委員児童委員の活動を知ってもらうこ

と、存在の啓発。 

・内 容 等 ○正副会長、主任児童委員４名にて、学校訪

問（３校）。地域駐在所、市出張所、訪問

する。 

○「民生委員・児童委員の日活動強化週間」

に合わせ実施した。 

・自己評価 訪問することにより、学校と連携すること

の大切さを理解した。駐在所訪問により、犯

罪等防ぐ協力体制が感じられた。 

 

民 児 協 名 第 10 民生委員児童委員協議会 

委 員 数 ７名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

世帯訪問パンフレット・ボックスティッシ

ュ配布。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 地域の安全・安心の取り組み 

・対  象 地域住民 

・実施期間 令和５年５月 12 日～20 日 

・ね ら い ①民生委員児童委員活動等の周知 

②家庭訪問の時、パンフレットが手元にな

い場合、訪問しづらい面がある。今年も住

民協働組織でボックスティッシュの購

入。 

・内 容 等 訪問、見守り活動の強化 

・自己評価 全戸訪問し、民生委員児童委員の顔を覚え 

てもらい、声を掛けられやすい委員になれ 

ればと思います。 

 

民 児 協 名 第 11 民生委員児童委員協議会 

委 員 数 13 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

小学校２校の児童全員にパンフレットを配 

布した。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 相内小学校・相内中学校訪問 

・対  象 こども 

・実施期間 令和５年５月 17 日～25 日 

・ね ら い ①児童、生徒の近況を教えてもらう 

②学校側との意見交換 

③民児協の活動の主旨を理解してもらう 

・内 容 等 ○学校訪問（小学校、中学校） 

○学区の担当委員が、校長・教頭先生とお互

いの活動を理解してもらう。 

・自己評価 学校側と委員との親近感をもてた。 

 

民 児 協 名 第 12 民生委員児童委員協議会 

委 員 数 34 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

広報誌等による広報活動は実施できなかっ

た。 
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■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 小学校児童、登校時の見守り 

・対  象 こども 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 小学校児童の登校時の交通安全・不慮の事

故防止のため。 

・内 容 等 ○留辺蘂小学校、おんねゆ学園２校の学童

登校時（７時 30 分～８時 10分頃）学校校

門前及びその近くの道路にて、２～３名

の委員による見守り活動を実施した。延

べ 25 名の委員が参加。 

 ○連休明けの児童登校時の安全を図ること

を目的とした。 

・自己評価 普段の活動において、子どもたちへの声か 

けがあまりできないが、登校時ということ 

と、校門付近ということで子どもたちに気 

軽に声かけができ、子どもたちからも割合 

反応があったことは委員にとってもプラス 

になった。 

 

民 児 協 名 第 13 民生委員児童委員協議会 

委 員 数 16 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

○民生委員児童委員より「民生委員のしご

と」のパンフレットの希望 

○パンフレットに、民生委員児童委員の氏

名を入れて印刷（10 枚×14 名分）配布 

○ＰＲカードの活用、配布 

○朝夕の見守り、声かけ 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 福祉票や世帯票の総点検・総整備 

・対  象 地域住民、高齢者、子育てをしている保護

者、こども 

・実施期間 令和５年５月 10 日～18 日 

・ね ら い 地域住民への信頼関係、支援活動 

・内 容 等 ○「民生委員・児童委員の日活動強化週間」

を機に、集中して実施できる。 

○民生委員児童委員名入りパンフレットの

配布。 

 ○全体として一同には実施せず。 

・自己評価 好意的な対応が目立った。 

 

民 児 協 名 第 14 民生委員児童委員協議会 

委 員 数 20 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

○民生委員児童委員活動ＰＲリーフレット

を作成し、担当地区の民生委員児童委員

の周知を行うとともに、活動内容の紹介

を行った。（「広報きたみ」に折込み、常呂

自治区全戸配布） 

○自治区内の小中学校に、担当地区の民生

委員児童委員の活動ＰＲリーフレットを

配布し、民生委員児童委員の活動につい

て周知を図った。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 高齢者宅訪問活動 

・対  象 高齢者 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 高齢者宅訪問により要援護対象者を把握

し、行政や地域包括支援センターへの橋渡

しを行い、身近な相談者である民生委員の

役割を周知する。 

・内 容 等 ○高齢者宅訪問活動 

○要援護対象者及び救急隊員へ既往歴等を

知らせる「あんしんカード」対象者の把握

協力依頼があったため。 

・自己評価 高齢者宅を訪問することにより、対象者の

日常生活の実態を把握し、必要な場合は介

護サービス等の橋渡しが可能である。 

 

 

夕 張 市 
 

民 児 協 名 第１地区民生児童委員協議会 

委 員 数 18 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

①行政発行 広報紙へのＰＲ活動 
・「広報ゆうばり」５月号へ掲載依頼。全世帯に 

配布しＰＲした。 

②民児協独自の広報紙の発行 

・広報部会による「民生委員児童委員だより」
を発行しＰＲをした。【発行部数：1,500 枚】 

・「広報ゆうばり」配布者並びに町内会を通じ

て全世帯に配布しＰＲした。 

・行政関係機関、介護施設、高等養護学校等へ

広報部会が持参した。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 高齢者世帯・子育て世帯の支援及び地域住民へのＰＲ 

活動 

・対  象 高齢者世帯・子育て世帯及び地域住民 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い コロナ感染者が減少傾向にあるので、担当

地域の家庭を訪問して話を聞き、地域住民

誰もが安心して暮らしていける地域を目指

す。 

・内 容 等 ○高齢者世帯訪問及び地域住民へのＰＲ活

動 

○子育て世帯の支援 

○地域の住民と信頼関係を築いていくこと

が大切であり、より多くの人々に民生委

員児童委員の活動を知っていただき、今

後の活動につなげていきたい。 

・自己評価 民生委員児童委員が協力し、各世帯の支援 

を行うことにより、地域住民からの信頼感 

など得る。 

・活動写真等 

 

 
第１地区「民生委員児童委員だより」 

 

 

民 児 協 名 第２地区民生児童委員協議会 

委 員 数 20 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

①民生委員児童委員合同による広報紙発行 
 ・第１地区、第２地区、第３地区、合同民生委

員児童委員による広報紙作成「民生委員児童

委員だより」を発行。【発行部数：1,750 部】 

 ・「広報ゆうばり」に令和５年度「民生委員児童

委員の日・活動強化週間」の取り組みについ

て、事務局を通して行政関係機関紙月刊に掲

載を依頼する。 



7 

②〔支え合う 住みよい社会 地域から 

「民生委員・児童委員」〕 

〈５月 12 日～18 日は民生委員・児童委員の

日〉 
 ・町内会を通して、民生委員児童委員・広報部

会が地域全世帯に配布する。 

 ・行政関係機関、介護施設、障害施設等へ広報

部会が持参。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 「支え合う 住みよい社会 地域から」  

・対  象 地域住民、高齢者、子育てをしている保護

者、こども、生活困窮者 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 地域住民の実態を把握し、安心して住み続 

けることができる地域社会づくりを自らの

意識を高め、「今後の地域に根ざした思いや

り」の活動をより発展させたい。（コロナ禍

で十分な活動が出来ず） 

【安心して住み続けることのできる地域社

会づくり】のために行政関係機関と連携す

ることを目指したい。（特に包括支援との連

絡） 

・内 容 等 ○訪問活動の理解をはかるため啓発チラシ

を持参し訪問する。 
 ・高齢者への世帯訪問で相談支援活動をさらに 

すすめてまいります。 

 ・児童生徒の登下校の見守り、交通事故防止や 

あいさつの活動。 

 ・相談内容に応じ、適切な関係機関による「つ 

なぎ役」としての活動。 

○高齢化の増加と共に人口の減少が進み、 

 地域社会での孤独・孤立をなくす運動を 

 提案し、幼児・児童・生徒がすみやかに成 

 長できるよう見守り、児童虐待や犯罪被 

 害などから子どもを守る取り組みを強化 

 したい。「地域に根ざした思いやり」が必 

要。（コロナ禍での中で十分な活動が出来 

ませんでしたが）これからも民生委員児 

童委員活動へのご理解と協力をお願い申 

し上げます。 

・自己評価 第２地区民生委員児童委員は「支え合う 

住みよい社会を地域から」の取り組みを進

めます。 

【自己評価】 

第２地区民児協 20名は日頃の活動を活か 

し、多くの福祉課題を抱え粘り強く接し、 

地域社会とのつなぎ役を努めていること 

を評価したい。 

・活動写真等 

 

 
第２地区「民生委員児童委員だより」 

 

 

 

民 児 協 名 第３地区民生児童委員協議会 

委 員 数 10 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

①３地区広報部会合同による「民生委員児

童委員だより」を発行しＰＲした。 

【発行部数：2,100部】 

②各町内会を通して全世帯に配布 

③福祉施設、その他関係機関へは地域担当

の委員が直接持参した。 

④第３地区全員で住民色分けマップの更新

作業 

⑤携帯除菌スプレーを各自に配布し訪問時

に携帯 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 高齢者、一人暮らし、高齢者夫婦世帯の見守り訪問 

・対  象 高齢者夫婦世帯 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 色分けマップを更新して、孤独死、特殊詐欺

など遭わないように、また、訪問漏れがない

ようにして地域住民との信頼と絆を築きた

い。（第３地区色分けマップを現行化） 

・内 容 等 高齢者、一人暮らし、高齢夫婦世帯が増えて 

いく中、訪問活動をして特殊詐欺・孤独死な 

どをなくすため、地域の支援者として民生 

委員児童委員のＰＲをして地域全体の情報 

をお願いする。色分けマップの更新で訪問 

活動漏れをなくす。 

 【活動内容】 
・高齢者名簿を市から交付してもらい、更新し

て高齢者宅への訪問活動。 

・高齢者、高齢者夫婦、一人暮らし宅を警察駐

在所、民生委員と合同で訪問し情報提供を受

け、一人でも詐欺・孤独死がないよう、また、

手助けが出来るように訪問活動を行いたい。 

今年、高齢者になった家庭を訪問し、民生委

員児童委員の活動を理解してもらう。 

・犬の散歩をしている人に依頼し、一人暮らし

世帯の情報を提供してもらう。 

 ・バス通学での見守り隊への協力。（通学時間

の交通安全指導） 

・自己評価 【対象者】 

高齢者、一人暮らし、高齢者夫婦世帯を警 

察駐在所職員と訪問で地域の実情の実態

と世帯状況を把握する。色分けマップの

更新で訪問漏れがなくなる。 

【自己評価】 

 第３地区は民生委員児童委員が協力し、コ

ロナ感染のため携帯除菌スプレーを持参

し、各地域世帯への訪問漏れがなくなり、

住民からの信頼感など手ごたえを感じた。 

・活動写真等 

 

 
第３地区「民生委員児童委員だより」 
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 苫 小 牧 市 
 

民 児 協 名 苫小牧市民生委員児童委員協議会 

委 員 数 360 名（内主任児童委員 40 名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

○地区民児協（20 地区）の活動を記録した

ＰＲパネルを独自に作成し、苫小牧市役

所１階ロビーにて、ＰＲパネル展を実施

した。（５月 12 日～18 日まで） 

○独自に作成した民生委員児童委員ＰＲポ

ケットティッシュ及びＰＲパネル展チラ

シを単位民児協 20 地区で、市内各地それ

ぞれ一斉に配布を行った。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 民生委員児童委員の日ＰＲ活動 

・対  象 地域住民 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 民生委員児童委員の活動ＰＲパネル展を開

催する他、街頭でオリジナルＰＲティッシ

ュを配布し、幅広い世代の住民に民生委員

児童委員をＰＲする。 

・内 容 等 これまでは「ふれあいコンサート」を開催

し、来場者に対してＰＲする活動を行って

いたが、コロナ禍によりコンサートを実施

することが困難なため、代替事業として、Ｐ

Ｒパネル展の実施、街頭でＰＲティッシュ

及びＰＲパネル展チラシの配布活動を行う

こととした。 

配布の際は、市連合民児協で作成した“苫小

牧市民生委員児童委員ジャンパー”を全員

が着用し、「こんにちは、民生・児童委員で

す。」のかけ声とともに配布を行った。単位

民児協 20地区が市内の各地域に分かれて行

っており、同時刻で一斉に配布を行った。 

・自己評価 ＰＲパネル展については多くの方が足を止

め、パネルを見ている様子があり、相応の周

知効果があったものと思われる。 

街頭での活動により、幅広い世代に対しＰ

Ｒすることができた。 

・活動写真等 

 

   
 

 
 

 

 

稚 内 市 
 

民 児 協 名 稚内市民生委員児童委員連絡協議会 

委 員 数 120 名（内主任児童委員 12 名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

①活動強化週間中に、全民児連より提供の 

あったフリーペーパーを稚内市内の小学 

校に配布依頼し、全児童に配布をお願い 

した。 

各地区の会長、主任児童委員が学校に持 

参し、直接校長先生に配布依頼をした。そ 

の際に、民生委員児童委員の名簿・顔写真 

付き委員紹介（広報誌の一部）等も学校に 

配布した。 

②民生委員児童委員の日をＰＲするため、

民生委員児童委員ののぼり旗を事務局前

に５月 10 日～18 日掲げて、地元新聞社に

記事掲載依頼と、フリーペーパーを配布

したことについて、掲載していただいた。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 民生委員児童委員 ＰＲ作戦 

・実施期間 令和５年５月 10 日～18 日 

・ね ら い 広く住民に民生委員児童委員の存在を知っ 

ていただくために、積極的にＰＲをした。大 

人から子どもまで。 

・内 容 等 ○学校訪問、啓発活動 

○稚内市は５月初旬まだ寒い時期です。ゴ

ールデンウィークにも雪が降りました。

街頭啓発や訪問活動もなかなか出来ませ

んので、事務局や民児協が出来る範囲で

ＰＲ活動を心掛けております。 

エブリデイが活動強化と思っておりま

す。 

・自己評価 全市民と、児童生徒とその家族、満足です。 

・活動写真等 

 

   
 

 

 

江 別 市 
 

民 児 協 名 江別市民生委員児童委員連絡協議会 

委 員 数 249 名（内主任児童委員 20 名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

江別市広報５月号にて民生委員児童委員の

特集を組みＰＲする。 

・活動写真等 

 

苫小牧民報掲載記事 

パネル展の様子 

地元新聞掲載記事 
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民 児 協 名 江別北地区民生委員児童委員協議会 

委 員 数 26 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

道民児連のチラシを、北地区民児協内の各

自治会回覧を依頼し、ＰＲ活動を行いまし

た。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 「江別北地区民児協」各自治会の回覧によるＰＲ活動 

・対  象 地域住民 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 江別北地区民児協の各地域の皆様に、各地 

区担当の民生委員児童委員の周知。 

・内 容 等 各地域、各自治会の回覧板にチラシを入れ 

ていただいたところ、私たち民生委員児童 

委員が身近にいることを知っていただけた 

ので、ここ数年続けています。 

・自己評価 知っていただけることで訪問しやすくな

り、話もスムーズに聞くことができ、効果は

あったと評価しています。 

 

民 児 協 名 江別南地区民生委員児童委員協議会 

委 員 数 23 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

民生委員児童委員パンフレットを、担当す

る自治会へ回覧依頼。 

 

民 児 協 名 野幌北地区民生委員児童委員協議会 

委 員 数 22 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

各委員が担当地区において道民児連のリー

フレットを回覧でＰＲ。自治会に未加入の

住民には、各戸配布を実施。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 訪問活動の強化 

・対  象 地域住民、高齢者、子育てをしている保護

者、こども、障害のある方 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い この３年余りで「新型コロナウイルス」の感

染拡大のため、社会の環境、あり方が変容し

てしまい、家族の関係、地域のつながり、そ

して少子高齢化、貧困、孤独死、自殺や巣ご

もり、虐待等と一層複雑、多様化している課

題を地域の担い手として、いち早く情報を

得るための活動を。 

・内 容 等 ○コロナも３月 13日以降のマスク着用は個

人の判断となるが、当地区民児協は、高齢

者や障がい者等、重症リスクの高い方へ

の感染を防ぐため、自分を守るためにも、

今までの取り扱いを継続しながらの訪問

活動を実施。特に、孤立や孤独にならない

ように、気配りの強化に努めた。 

○今までは訪問活動にも制限があり、思う

ように訪問もできず、電話やＦＡＸでの

情報の確認であったが、行政の指導も取

り入れながら、出来る限り地域の情報を

得て、安全で安心な生活ができるように、

一人でも多くの人の支援に繋がるように

努めること。そして、特殊詐欺の防止にも

気配りをするように委員とも確かめあっ

た。 

・自己評価 訪問を重ねると「いつもありがとう」と嬉し

そうな声が返ってきて、私たちも元気をい

ただいた。強化週間に関係なくこの活動は

続けていきたい。 

 

民 児 協 名 野幌南地区民生委員児童委員協議会 

委 員 数 38 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

○個別訪問活動 【８件】 

○パンフレット（道民児連作成のチラシ）の配

布 【10 件】 

○回覧板を使ったＰＲ活動 【７件】 

○関係機関との連絡調整（高齢者に関するこ

と） 【３件】 

○地域の広報に掲載ＰＲ 【１件】 

 

民 児 協 名 野幌西地区民生委員児童委員協議会 

委 員 数 24 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

各委員が所属する自治会との連携を密に

し、地域全体で支えていく活動環境を作り

上げるため、令和５年度の自治会役員宅を

直接訪問し（パンフ持参）、コミュニケーシ

ョンを図る。 

なお、アパート等自治会未加入者宅へはパ

ンフレットをポスティング。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 各自治会役員との活動連携 

・対  象 地域住民、各自治会役員さん 

・実施期間 令和５年５月 12 日～26 日 

・ね ら い 地域全体で支えていく思いや、環境を醸成

して一緒に活動していかないと、民生委員

児童委員だけが歩いてもカバーすることは

できない。 

特に、新任者や二期目に入る人たちにとっ

て重要なことで民生委員児童委員が自治役

員に認知され、孤立感が薄れる。 

・内 容 等 ○各自治会役員への訪問と活動連携 

○登下校時の横断歩道での見守り（旗は自

治会から借用、胸に委員ホルダー） 

○各自治会によって愛のふれあい活動や、

緊急通報、避難行動要支援者等への取り

組みや対応にバラつきが大きく、必ずし

も地域全体で支える…との考えになって

いないと感じた。 

 また、新任者等経験の浅い委員の中には、

「自分は民生委員児童委員として認知さ

れているだろうか…？情報が伝わってく

るだろうか…」との不安な気持ちがある。 

 従って、まず各委員が所属する自治会役

員（特に区長、班長）と顔つなぎ、何かあ

った時に連絡が入るネットワークを作っ

ておく必要があるとの思いから（特に身

近な区長、班長は毎年変わるので）。 

・自己評価 皆さんに取り組んでもらい、特に新任者等

には存在を知ってもらい、何かあれば一緒

に行動できる…との安心感につながってい

ると思います。 

 

「広報えべつ」５月号に掲載 
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紋 別 市 
 

民 児 協 名 紋別市民生委員児童委員連絡協議会 

委 員 数 65 名（内主任児童委員６名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

○紋別市広報誌（５月号）による啓発 

○地元新聞（５月 16 日付）に記事掲載 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 児童の安心安全活動 

・対  象 児童 

・実施期間 令和５年５月 15～17 日（３日間） 

・ね ら い 民生委員児童委員が当該運動をすることに

より、児童及び学校との絆を深める。また、

この活動を地元新聞に掲載することによ

り、広く市民に民生委員児童委員制度を知

ってもらえることを期待する。 

・内 容 等 ○民生委員児童委員活動強化週間と交通安

全運動との連携。 

○児童登校時の安心安全活動（交通指導、声

かけ運動） 
・５月 15 日  東地区協議会  南丘小学校前 

 ・５月 16日  中央地区協議会  紋別小学校前 

 ・５月 17日  西地区協議会  潮見小学校前 

・自己評価 中央地区委員 18 名、西地区委員 13 名、東

地区委員 10 名が参加し、概ね活動は学校関

係者、一般市民から一定の評価を得ること

ができたと思われる。 

・活動写真等 

 

 
 

 

 

 

 

名 寄 市 
 

民 児 協 名 東地区民生委員児童委員協議会 

委 員 数 19 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

○東地区民児協全員に揃いのベストを購入

し、啓発活動時に民生委員児童委員の存

在をＰＲした。 

○名寄小学校・名寄東小学校の１～３年生

全員にフリーペーパー「みんせい！」を配

付した。 

○フリーペーパー「みんせい！」に東地区民

児協委員の各担当地区を記載した用紙を

添付した。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 子どもに向けた活動ＰＲ大作戦 
・フリーペーパー「みんせい！」の配布 

・児童登校時の見守り、あいさつ運動 

・対  象 こども、児童家族、地域住民へ民生委員児童

委員の存在・活動をＰＲ 

・実施期間 令和５年５月 12 日 

・ね ら い 子どもを通じて、両親・家族及び地域住民へ 

民生委員児童委員の存在・活動の周知を図 

る。 

・内 容 等 令和５年度民生委員・児童委員の日活動強 

化週間実施要領に基づき、両小学校と調整 

の結果、理解を得たことからフリーペーパ 

ー「みんせい！」の配布及び児童登校時の見 

守り・あいさつ運動を実施することとなっ 

た。 

①４月 27日にフリーペーパー「みんせい！」

を名寄小学校へ 79 部、名寄東小学校へ 72

部持参して、各小学校の１～３年生に教

職員から児童への配布を依頼するととも

に、各委員の担当地区を明示した用紙を

添付し「地域で見守る民生委員児童委員」

の存在・活動を児童・家族及び地域住民に

ＰＲした。 

②５月 12 日、７時 50 分～８時 10 分の児童 

登校時に名寄小学校（委員８名）・名寄東 

小学校（委員７名）の児童玄関前におい 

て、「児童登校時の見守り・あいさつ運動」 

を実施し、子どもに向けて民生委員児童 

委員の存在・活動をＰＲした。 

・自己評価 ○昨年度は３年生以上にフリーペーパー

「みんせい！」を配布したが、今年度は１

～３年生に配布し、家族内で民生委員児

童委員の存在・活動について理解しても

らうことを目的とした。結果について知

る機会があればと思う。 

○児童登校時の見守り・あいさつ運動は、民

児連の旗と揃いのベストを着用して活動

したことから、子どもたちに安心感を与

えるとともに、委員の存在をＰＲできた

ものと思う。 

・活動写真等 

 

   
 

 

 

 

 

民 児 協 名 南地区民生委員児童委員協議会 

委 員 数 18 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

○町内会の全会員に対して、パンフレット

を回覧した。 

○町内会館等の内外の掲示板にパンフレッ

トを貼付した。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 見守り・声かけ活動 

・対  象 地域住民、高齢者、子育てをしている保護

者、こども、障害のある方 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

名寄新聞掲載記事     小学校で見守り・あいさつ運動 

地元新聞掲載 
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・ね ら い 地域住民及び子ども世帯に民生委員児童委 

員の存在を知ってもらうことと、町内会福 

祉部（ＰＲ活動）との連携を図る。 

・内 容 等 ○名簿の整理をし、独居高齢者世帯・高齢者

世帯、及び子ども世帯に声かけ・訪問見守

り活動をした。 

○町内会役員と、子どもの取り巻く状況に

ついて話し合いの場をもった。 

○児童の登下校時に、声かけ・見守り活動を

した。 

【きっかけ】 

①民生委員児童委員の役割や活動を理解し

てもらうため。 

②町内会福祉部と連携し、ポスターやチラ

シ等を活用してＰＲするため。 

③児童の登下校時等の見守り・声かけ活動

を行うため。 

・自己評価 独居高齢者・子どもを育てている保護者等、 

地域内の現状把握と、福祉活動の積極的な 

活用は出来ていると思うが、全体的には民 

生委員児童委員の活動に対しての認識が不 

足していると思われるので、今後、啓発活動 

の取り組みが必要と思われます。 

・活動写真等 

 

 
 

 

 

千 歳 市 
 

民 児 協 名 千歳市民生委員児童委員連絡協議会 

委 員 数 209 名（内主任児童委員 22 名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

千歳市民生委員児童委員連絡協議会（全体） 

市の広報誌「広報ちとせ」に、民生委員児童 

委員の特集記事を掲載した。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 「広報ちとせ５月号」民生委員児童委員特集記事 

・対  象 千歳市全市民 

・実施期間 令和５年５月 10 日発行 

・ね ら い 民生委員児童委員の活動内容を知ってもら

い、市民の民生委員児童委員の活用や現在

の担い手不足解消を目指す。 

・内 容 等 特集記事の掲載されている「広報ちとせ５ 

月号」を全戸配布。 

【きっかけ】 

現在の民生委員児童委員の方々から、強い 

要望があったため。 

・自己評価 周知の意味はあったと思われるが、効果に

ついてはまだ表れていないため、現段階で

の評価は差し控える。 

・活動写真等 

 

  
 

 

 

 

民 児 協 名 第１地区民生委員児童委員協議会 

委 員 数 20 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

千歳市の広報誌に今月の焦点「民生委員児 

童委員の仕事」として、２ページにわたり紹 

介された。 

どのように選ばれているか、どんな活動か、 

連絡協議会の会長談など、具体的内容で市 

民にアピールできたと思う。市内９ヶ所で 

開催されている“子育てサロン”の日程も記 

載。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 第１地区 

・対  象 地域住民、こども 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い ①一斉改選と小学校の人事異動による連携

を深めるため。 

②地域住民の民生委員児童委員に対する認

知度を高めるため。 

・内 容 等 ○活動強化週間には、道民児連のポスター

を活用し、積極的に訪問活動をした。 

○ボランティア活動として関わっている、

小学校での読み聞かせの今年度初回に合

わせ、地区会長も一緒に学校長・教頭と面

談した。 

○年度初めの定期的な活動。 

・自己評価 対象者と近しくでき、満足していただいた。 

 

民 児 協 名 第２地区民生委員児童委員協議会 

委 員 数 20 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

①千歳市の広報誌で民生委員児童委員の紹

介 

②第２地区として昨年に引き続き、ＰＲを

図るため、パンフレット（担当委員の氏

名・連絡先を記入したもの）と子育てサロ

ンの広報（ＰＲ）を配布する（全戸配布す

る） 

※民生委員の仕事（役割等）をより知ってい

ただき、理解を深めてもらう。また、民生

委員児童委員のなり手不足を少しでも解

消していけたら。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 民生委員・主任児童委員を身近に感じてもらう 

・対  象 地域住民 

・実施期間 令和５年５月 12 日～ 

・ね ら い 昨年の取り組みと今年の市の広報誌に取り 

上げてもらうことで、地域住民の方々に身 

近な存在として認識していただけたら、ま 

た、昨年に続き、第２民児協をより身近に感 

掲示板にパンフレットを貼付 

「広報ちとせ」５月号に掲載 
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じてもらるよう、全戸配布で周知を図るこ 

ととした。 

・内 容 等 民生委員児童委員との関わりが少ない世帯 

や、地域住民の方への働きかけは難しい点 

があり、また困難な点もみられるため、ＰＲ 

紙の配布等を通して民生委員児童委員の存 

在を知ってもらう大切さを感じていたので 

、全戸配布に取り組むことにする。 

・自己評価 高齢者世帯や子育て世帯にはできるだけ声

もかけていくように心掛けてもらう。 

 

民 児 協 名 第３地区民生委員児童委員協議会 

委 員 数 16 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

○地区の民生委員児童委員で見守り隊に登

録している方は、昨年に比べて減りまし

たが、現在は自主的に自宅近辺で登校児

童の見守りに貢献している方がいます。 

○活動強化週間の１日を指定（５月 15 日）

にして、小学校の周囲に参加して登校の

安全確認が終了した後、校長先生と委員

で参加写真を撮りました。 

○市の方で「広報ちとせ」５月号に、民生委

員児童委員の仕事内容等を紹介していた

だきました。感謝です。 

○高齢者（独居・夫婦世帯）を訪問し、パン

フレットと名刺をお渡ししました。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 活動強化週間 

・対  象 地域住民、高齢者、子育てをしている保護

者、こども、障害のある方 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い ①65 歳以上の独居・夫婦世帯の把握及び確   

 認 

②誰一人も見逃さず、名簿を再確認する 

③余裕のある方は、町内を歩き回る 

・内 容 等 ○高齢者訪問と、特に独居の方の把握をし、

訪問した。 

○65 歳以上の独居・夫婦世帯者のリストを

再確認する。 

○担当町内を歩き回り、外にいる方と話を

して、相談に乗ってあげる（改めて行く

と、警戒して本音を言ってくれない。） 

○登校時の声かけ・見守りを実施しました。 

○登下校の見守りは、月に１～２回目標で

実施している。 

○福祉票の整理 

○活動強化週間であれば、回数を増加させ

れば良いというのが根付いているが、今

回は中身（親身）のある活動を実施させま

した。 

・自己評価 ①活動強化週間のプレッシャーにとらわれ

ず、中身のある活動ができたと思います。 

②今後も、委員同士の意見交換をしながら

実施したい思いです。 

③町内会と意思疎通を図っていきたいと思

います。 

 

民 児 協 名 第４地区民生委員児童委員協議会 

委 員 数 23 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

○子育てサロンの開催 
【５月９日 ひので児童館】 

○第４地区定例会 

 【５月９日 鉄東コミュニティセンター】 

 ・各委員に活動強化週間実施要領等の周知及 

び、活動記録記入要領の勉強会を行う。あわ 

せて、千歳市東区包括支援センターとの意見 

交換会を行う。 

○「第４地区民生委員児童委員だより（第 47 

号）」の発行 

【６月１日 5,200 部発行予定】 
 ・発行に向けて編集委員会（編集会議）を開催

（校正、レイアウト作り等） 

 ・発行準備 

 【編集委員会 ５月 16日】 

 【校正作業等 ５月 12日～25日】 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) パンフレット及び民児協だより配布、個別訪問活動 

・対  象 地域住民 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 民生委員児童委員の職務・活動内容等の周

知のため、民児協パンフレットの配布及び

毎年強化期間中、発行に伴う編集作業等を

行い、６月１日発行する旨、事業計画に入れ

ている。 

・内 容 等 ○民児協パンフレット及び、民生委員児童

委員だより配布に伴う個別訪問活動。 
（「民生委員児童委員だより」は、６月１日以降配

布予定） 

○2000 年（平成 12 年）７月１日、地域の皆

様方に民生委員児童委員の活動を理解し

ていただくため、「民児協だより」を発行

することとなった。 

現在、第 46 号まで年２回程度発行し、第

47 号の発行に向けて取り組んでいる。 

・自己評価 第４地区全戸に配布しながら、声かけ・見守

り活動の一担として行うことに大きな成果

及び評価を得ていると思料する。 

・活動写真等 

 

  
 

 

民 児 協 名 第６地区民生委員児童委員協議会 

委 員 数 23 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

○パンフレットの配布 

○ポケットティッシュによる広報活動 

（６民児協作成、昨年度も使用） 

○葉書きによる広報活動 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 第６民生委員児童委員広報活動 

・対  象 ひとり親世帯 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 民生委員児童委員の活動状況の広報と地域 

住民とのコミュニケーションを作り、担当 

地区住民の顔を覚えてもらうことを目的と 

した。 

・内 容 等 ○学校、保育園等は７月訪問を計画。情報交

換の実施 

第４地区民生児童委員だより 
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【北栄・信濃・千歳中・北斗中・（北進小中）ひま

わり等】 

○青少年名簿の作成（出来る範囲で作成）、

継続して実施する 

 ・ひとり親世帯（子どもの状況）把握 

 ・町内会との協力、共有 

○通学児童の見守り・声かけ 

○パンフレットの配布による訪問活動・安

否確認 

○不在時はポスティングで実施、町内会未

加入者を重点に実施した。 

○高齢者の安否確認 

○町内会未加入者の 65 歳以上名簿作成 

○要支援者の名簿作成、更新（70 歳以上） 

・自己評価 今年度も青少年名簿作成に努力しましたが 

アパート・マンションの方は転出者が激し 

く、実態把握は難儀である。市役所・学校・ 

保育所・幼稚園・児童館等に声かけをし、情 

報の共有を図る必要がある。 

各委員が積極的に活動し、目的は概ね達成

した。事後問題点を検討し、引き継ぎ実施す

る。 

  

民 児 協 名 第７地区民生委員児童委員協議会 

委 員 数 18 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

○後継者世帯を民児協にて作成したＰＲ用

リーフレットと千歳警察にて作成した

「各種特殊被害防止」チラシを配布しＰ

Ｒ活動。 
 ※今年度は千歳警察生活安全課の署員と一部、

一緒に訪問し特殊詐欺の被害防止啓発活動

も実施。 

○児童の見守りとして、登下校時の「声か

け」、「危険箇所」での安全誘導。 

○地区内の学校訪問実施４校 

【小学校２校、中学校２校】 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 学校訪問 

・対  象 校長、教頭、生徒指導の先生方 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 担当地区内の学校４校を訪問し、校長・教頭 

・生徒指導の先生方と懇談。児童・生徒の学 

校での様子を把握し、地域における健全育

成の参考と相互協力の確認。 

・内 容 等 担当地区内の小中学校４校を訪問し、相互

協力関係の確認。（コロナ感染を考慮し、少

数にて実施） 【小学校２校、中学校２校】 

(2) 子育て支援サロン「游ひろば」 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 子育て中のお母さんたちの話し相手にな

り、悩みや不安の軽減。 

・内 容 等 当民児協の事業であります子育てサロン

「游ひろば」の実施。 

・自己評価 子育てサロン「游ひろば」は主任児童委員が 

中心となり、子育て中のお母さんたちは開 

催を楽しみに待っており、成果は大で継続 

事業。 

(3) 児童の見守り・声かけ 

・対  象 通学時の児童 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 安全に通学できるように、信号のない交差 

点等において、危険のないよう誘導と声か 

け実施。 

・内 容 等 児童の見守り・声かけを登校日の通学路に

て実施。 

(4) その他の活動（要支援者、福祉票の整理・更新など） 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い ①見守り対象世帯の訪問 
 ・リーフレットの配布及び面談にて心配事や不

安などの把握をするとともに、福祉票に反映

させる。 

②福祉票の整理・更新 
 ・委員各々の福祉票を最新の情報に更新する。 

・内 容 等 私たち民生委員児童委員が地域で一番身近 

な相談先であることの周知活動。 

・活動写真等 

 

 
 

 

民 児 協 名 第８地区民生委員児童委員協議会 

委 員 数 24 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

①民児協主催 

 毎月第３金曜日“子育てサロン「ぱぴぷぺ

ぽ」”ポスター、チラシの作成配布。 

②社協事業への協力 

 「げんき茶屋」のチラシを増刷し、担当地

域町内会の回覧板に挟んでもらった。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 子育てサロン「ぱぴぷぺぽ」、「げんき茶屋」 

・対  象 地域住民、高齢者、子育てをしている保護者 

・実施期間 令和５年５月 10 日～16 日 

・ね ら い 地域住民に民生委員児童委員の存在と活動 

を周知させる。 

・内 容 等 ○５月定例会で各委員が準備されたポスタ 

ー、チラシを配布部数持ち帰り、担当地域 

町内会館、スーパー、病院、コンビニ、美 

容室等に掲示依頼をした。 

○コロナ禍の約３年半は計画していた活動

の中止や自粛で、活発に行っていた活動

も地域の方に忘れ去られ、「民生委員児童

委員とは何ですか？」と尋ねられること

も多くなったことから、「子育てサロン」

については例年よりもＰＲの強化を協議

し、ポスターやチラシ３種を作成した。 

○「げんき茶屋」については、昨年度から始

めた事業に民児協として協力することに

より、個々の活動にも活用や利用ができ

た。 

・自己評価 活動を通し委員個々の意識を高めることが

でき、ＰＲの強化により、地域住民（高齢者・

子育て世帯）の参加者が４月よりも増え、活

動の手応えはあった。 

・活動写真等 

 

リーフレットを配布しながら

訪問活動 
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民 児 協 名 第９地区民生委員児童委員協議会 

委 員 数 ８名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

農繁期なので、各委員による家庭訪問及び 

パンフレットの配布等の活動をする。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 各委員による積極的な家庭訪問 

・対  象 地域住民、高齢者 

・実施期間 令和５年５月 12 日～６月 10日 

・ね ら い 地域全体の状況の把握と、各家庭の状況の 

把握。 

・内 容 等 ○委員による家庭訪問。 

○農繫期なので、できる範囲の中で活動を 

行った。 

・自己評価 高齢者を対象に行った。特に変わったこと

は無かったようである。 

 

民 児 協 名 第 10 地区民生委員児童委員協議会 

委 員 数 20 名（内主任児童委員２名） 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 高齢者世帯・ひとり世帯を中心に訪問、学校訪問 

・対  象 高齢者 

・実施期間 令和５年５月 14 日～23 日 

・ね ら い ①高齢者が詐欺被害に遭わないようにお知

らせ（警察作成パンフレット持参） 

②学校管理者との今後の関りについて意見

交換 

・内 容 等 【５月 14 日】 
・統一行動日に 22 名の委員が訪問活動を実施。 

（民児協のパンフレットと警察署より詐欺防 

止パンフレットを携行して啓発） 

【５月 16 日】 
 ・千歳市立向陽台小学校を訪問し、学校との関

わり方を面談にて確認。 

【５月 23 日】 
 ・千歳市立泉沢小学校を訪問し、学校との関わ

り方を面談にて確認。 

○以前より実施していたが、近年コロナに 

て未実施だったため復活させた。 

・自己評価 周知の意味はあったと思われるが、効果に

ついてはまだ表れていないため、現段階で

の評価は差し控える。 

 

民 児 協 名 第 11 地区民生委員児童委員協議会 

委 員 数 17 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

「交通安全」と、「第 11 民児協」のプラカー 

ド作成 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 千歳市祝梅小学校 声かけ運動 

・対  象 こども、小学１年生 

・実施期間 令和５年５月９日 

・ね ら い 毎月第２火曜日に実施している１年生を対 

象に、下校時の声かけ運動。当活動を通じて 

子どもの見守り、交通安全の注意喚起、ま 

た、学校との連帯、地域福祉活動に寄与する 

ことを目指しております。 

・内 容 等 ○学校訪問 
 ・千歳市祝梅小学校における、１年生を対象と

した下校時の声かけ運動。 

  昨年度同様、「交通安全」と「第 11 地区民生

委員児童委員協議会」のプラカードを作成

し、ＰＲ活動も実施できたと考えておりま

す。 

○千歳市第 11 地区民児協において、毎年実 

施している地域福祉活動です。 

・自己評価 内容的には昨年と同様の活動となった。今 

年は６名の参加者となり、強化週間の意義 

「民生委員児童委員活動のアピール」がで 

きたものと考えます。 

校長先生、教頭先生もご参加いただき、交流 

をより一層深められたと考えております。 

・活動写真等 

 

  
 

 

 

 

 

滝 川 市 
 

民 児 協 名 滝川市民生委員児童委員連合協議会 

委 員 数 93 名（内主任児童委員 11 名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

①民生委員児童委員活動への理解を図るた

め「広報たきかわ」へ啓発記事を掲載 

②民生委員児童委員活動ＰＲコーナー設置 

（パンフレット設置・ポスター掲示） 

③のぼり旗設置 

④フリーペーパー「みんせい！」を市内小学

校３年生に配布 

・活動写真等 

 

   
 

滝川市庁舎に 

ＰＲコーナー設置 

作成したチラシ 

子育てサロン「ぱぴぷぺぽ」 

プラカードを作成してＰＲ活動 
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富 良 野 市 
 

民 児 協 名 富良野市民生委員児童委員協議会 

委 員 数 55 名（内主任児童委員３名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

○市広報による啓発活動 

 「広報ふらの」５月号合併号（５月 11 日 

発行）への記事掲載 

【掲載内容】 
「あなたの近くの頼れる民生委員児童委員」 

 ・困ったときの相談相手 

 ・市役所などに相談したいときのつなぎ役 

 ・民生委員児童委員担当地域一覧   など 

・活動写真等 

 

 
 

 

 

伊 達 市 
 

民 児 協 名 伊達市民生委員児童委員協議会 

委 員 数 85 名（内主任児童委員 10 名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

①民生委員児童委員ＰＲチラシの活用 

②民生委員児童委員活動啓発記事版下の活 

 用 

③広報紙発行による民生委員児童委員活動 

のＰＲ 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 訪問活動の展開、福祉票や世帯票の点検・整備 

・対  象 地域住民、高齢者 

・実施期間 令和５年５月 12～18 日 

・ね ら い ○委員活動の円滑化と担当地域とのつなが

り強化 

○詐欺被害防止 

○見守り体制の強化 

・内 容 等 ①活動強化週間の期間では活用できなかっ

たが、今後、広報紙発行時期に記事版下等

を活用予定。 

②例年、活動強化週間には福祉票等の点検・

整備を行うようにしている。普段、なかな

か着手できないものも、この時期に取り

組むことで実行しやすくなる。 

③年に一度でも福祉票等の点検・整備を集

中して行うことにより、家族構成の変化

を把握できる。 

④未だ新型コロナウイルスの影響はあり、

対面での訪問活動と電話での安否確認を

並行して実施し、ＰＲチラシをポストに

入れるなど、人と人との接触を出来るだ

け最小限とした。 

⑤ご家族、近隣など地域との関係を大切に

し、気軽に相談できるつながりを形成す

ることで詐欺被害を防ぐことができる可

能性があることを理解してもらう。 

【きっかけ】 

 見守りを必要とする住民が増加傾向にあ 

り、地域全体で取り組まなければならな 

い状況となっていることから、民生委員 

児童委員としての活動・一助が地域全体 

の取り組みへのきっかけとする。 

・自己評価 コロナの影響も考慮しながらではあった

が、比較的に良好に実施できたと考え、今後

も継続していかなくてはと認識しているも

のもある。コロナの不安もまだ残る中、対象

者の不安解消などについても一定の成果を

得たと思う。 

 

 

北 広 島 市 
 

民 児 協 名 北広島市民生委員児童委員連絡協議会 

委 員 数 104 名（内主任児童委員７名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

５月 12 日から 18 日までの期間、北広島市

役所東側の壁面に懸垂幕を掲示して「民生

委員児童委員の日・活動強化週間」のＰＲ活

動を実施した。 

・活動写真等 

 

 
 

 

民 児 協 名 東部・西の里地区民生委員児童委員協議会 

委 員 数 38 名（内主任児童委員３名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

○地区部会を開き、活動強化週間の意義や

取り組みへの共通理解を図った。 

○部会便り・会報を通してこれまでの活動

を振り返り、今後の活動に活かしていく

ことを確認した。 

○地区民児協ネームプレートを携行して、

感染予防に留意しながら、民児協広報誌

「ぬくもり」を各戸配布した。欠員地区

は、現有委員で分担協力して配布した。 

○特に見守りが必要な高齢者・障がい者・子

育て家庭は、出来るだけ対面訪問して安

否確認・声かけ・不審電話等の特殊詐欺に

ついての注意喚起を行った。庭仕事の方

北広島市役所に懸垂幕を設置 

「広報ふらの」５月号に掲載 

各種パンフレット設置 



16 

には声かけを積極的に行い、自己紹介か

たがた交流を図った。 

○小学生に民生委員児童委員を知ってもら

うため、会長・部会長・主任児童委員が管

内小学校を訪問して、６年生にフリーペ

ーパー「みんせい！」を配布するよう、趣

旨説明した上で訪問した。 

○小学校通学要路等で、見守り・声かけをし

て児童の安全推進を図った。 

○「民生委員児童委員の日活動強化週間」の

ＰＲ懸垂幕を市庁舎に掲示した。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 東部・西の里地区民児協活動強化週間 

・対  象 地域住民、高齢者、子育てをしている保護

者、こども、障がいのある方 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い ○「民生委員児童委員の日活動強化週間」に

合わせ、訪問活動を通して地域住民との

良好な関係作りを推進し、私たちの活動

の大切さを理解してもらい、気軽に相談

できる環境作りに努める。 

○地域の皆さんに民生委員・主任児童委員

活動への理解と協力をお願いする。 

・内 容 等 ①担当地区内の支援対象世帯の現状や困り

ごとを把握して、民生委員児童委員が相

談支援の手助けができることを理解して

もらう。 

②高齢者・障がい者家庭に対しては、特殊詐

欺や悪徳商法被害を防止するために戸別

訪問して注意を呼びかけた。 

③高齢者支援センターから得た生活情報を

伝えたり、困りごと相談窓口として同セ

ンター、社会福祉協議会を紹介した。 

④登下校時の見守り・声かけ活動を実施し

て、地域の安全と住民支え合い体制への

理解を深める。 

⑤不審者対策として、児童の登下校時の見

守りや通学路・児童公園の見回りをした。 

⑥管内の小学生にフリーペーパー「みんせ

い！」を配布して、民生委員児童委員の活

動について理解を図った。 

⑦地区内の福祉施設を訪問し、挨拶を行っ

た。 

⑧新型コロナウイルス感染不安を抱え、外

出自粛が長期化している高齢者が多いこ

とから、生活上・健康上の困りごと相談窓

口として、社会福祉協議会・高齢者支援セ

ンターを紹介した。 

・自己評価 ○私たちの活動の原点を考えるきっかけと

なった。 

○活動の原点は、担当区域における委員の

地道な活動であり、その重要さを再認識

した。 

○対面訪問することにより、訪問を喜んで

もらえたことで、住民とのつながりを築

く良い機会となった。 

 

民 児 協 名 大曲・西部地区民生委員児童委員協議会 

委 員 数 33 名（内主任児童委員３名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

○地区民児協広報誌「ほほえみの郷」を地域

の 70 歳以上の家庭に配布した。 

○フリーペーパー「みんせい！」を地域の小

学校３校、中学校１校の全児童・生徒に配

布するよう学校に依頼した。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 挨拶運動 

・対  象 児童・生徒 

・実施期間 令和５年５月 15 日～18 日 

・ね ら い 登校時の児童・生徒と朝の挨拶を交わし、民

生委員児童委員の顔を知ってもらうこと

と、地域で見守っていることを意識しても

らう。 

・内 容 等 ○定例の挨拶運動に加え、強化週間内の３

日間、地域の小学校３校、中学校１校で登

校時に校門前で、地域民児協の名入りベ

ストを着用し「おはようございます」の声

かけを行った。また、低学年の下校時に通

学路での見守りも実施した。 

○フリーペーパー「みんせい！」を主任児童

委員と民児協役員が持参して、地域の学

校を訪問し、全児童生徒に配布を依頼し

た。 

○民生委員児童委員の名前入りベストを着

用し、各小・中学校の校門前で朝の挨拶を

する。 

民生委員児童委員活動の中で、高齢者や

福祉活動以外に何ができるか考え、「ゆり

かごから墓場まで」の考えから、児童・生

徒の見守り活動の一環として「挨拶運動」

が提案され、20 年以上継続されている。 

・自己評価 毎月継続して活動することにより、学校行 

事等に参加した際の親しみが増している。 

・活動写真等 

 

 
 

 

 

石 狩 市 
 

民 児 協 名 石狩市民生委員児童委員連合協議会 

委 員 数 124 名（内主任児童委員 12 名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

①道民児連配布の民生委員児童委員啓発チラ

シの配布やポスティング 

②ＰＲカードの配布やポスティング 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 民生委員児童委員ＰＲ活動 

・対  象 地域住民、高齢者、子育てをしている保護者、

こども、障がいのある方 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 民生委員児童委員は地域福祉の推進役とし

て、地域住民に正しく理解していただくとと

もに、その活動の充実を図るため「民生委員

児童委員活動強化週間」に合わせてチラシや

ＰＲカードの配布を実施。 

・内 容 等 各委員により担当地区で啓発チラシを訪問活 

動時に渡したり、ポスティングすることによ 

り、地域住民の方々に民生委員の活動や役割 

を理解してもらう。 

校門前での挨拶         
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・自己評価 ＰＲカードは一斉改選後で新任委員が多数い

ることから、名刺代わりとして活用した。留

守宅のメッセージカードとしても使用できる

ため好評であった。 

新型コロナウイルスが５類に移行したことに

より、民生委員児童委員の活動も徐々に再開

できる足掛かりとなった。 

 

 

北 斗 市 
 

民 児 協 名 第１民生委員児童委員協議会 

委 員 数 34 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

○訪問活動、ポケットティッシュ配布 

○地域住民との「ふまねっと・ボッチャ交流

会」 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 訪問活動、地域住民との交流会 

・対  象 地域住民 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 地域住民に一斉改選後の民生委員児童委員

の顔を知ってもらい、相談をしやすくできる

ように訪問活動をしました。 

「ふまねっと・ボッチャ」での交流会は、若

い方にも民生委員児童委員の活動を知って

もらい、身近に感じてもらいたいと思いまい

た。 

・内 容 等 ○訪問活動（ティッシュ・チラシ・ＰＲカー

ドを袋に入れ配布） 

○今回は訪問をしながらティッシュ・ＰＲカ

ードを配ることができ、この活動を始めた

住民の話を聞いて、民生委員児童委員に親

しみをもっていただくことです。また、地

域住民との交流会は普段、あまり外で活動

することがない高齢者に楽しんでもらい

たいと思い、2019 年に 1 度実施しました。 

・自己評価 今回の訪問は、コロナ前と同じようにゆっく

り話をできて良かったと思います。また、住

民との交流会は高齢者や若い家族も参加し、

高齢者が子どもたちと話をしたり、「楽しか

った」と言ってもらえたのが良かったと思い

ます。 

・活動写真等 

 

    

 

 

民 児 協 名 第２民生委員児童委員協議会 

委 員 数 27 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

連合会配布のリーフレット・ポケットティッ 

シュ、コロナ禍で３年間できなかった活動を 

「市民生協前」で来店するお客さんに配布 

し、活動のＰＲをした。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 第２民児協一斉活動の日 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

（この期間の内、14日に一斉としたが、委員によ

っては（不参加）自らの判断で他の日にポスティ

ングを実施） 

・ね ら い 地域で心配ごと・悩みごとを抱えている方が

いることを想定し、身近な相談相手として民

生委員児童委員が近くにいることを知らし

めるため、リーフレット・ポケットティッシ

ュを来客に配布することで、一人でも多くの

対象者に認識していただくこと。 

・内 容 等 ○連合会より配布のリーフレット・ポケット

ティッシュにより、生協来店のお客さんに

民生委員児童委員が相談相手であること

等ＰＲした。 

○コロナもある程度落ち着き、政府も“マス

ク着用は個人の意志に委ねる”という発表

後、コロナを５類にする等で各行事も再開

されたのを機会に、今まで実施していた生

協前でのＰＲ活動をした。 

・自己評価 店舗前でのリーフレット・ポケットティッシ 

ュ配布活動は、委員自らの意識を含め、活動 

は良いものと考えている。 

・活動写真等 

 

 

 

 

民 児 協 名 第３民生委員児童委員協議会 

委 員 数 27 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

○北斗市広報誌による活動週間のお知らせ 

○ポケットティッシュと民生委員児童委員 

 のお知らせパンフレットの配布 

○民生委員児童委員の内容お知らせチラシの

配布 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 交通安全・民生委員児童委員ＰＲ活動 

・対  象 

・実施期間 

協議会担当地域全世帯 

令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 交通安全を通じて地域の子どもや高齢者等

を含む全世帯に認知していただき、相談者が

気軽に声を出せる環境にすることが大切と

思い、ＰＲ活動をしています。 

・内 容 等 ○第３協議会は縦長の地域ですので、担当地

域がそれぞれにＰＲ活動を行いました。 
 ①常盤・飯生・公園通・昭和・大工川 

【交通安全、戸別訪問】 

 ②桜岱・谷好・水無・富川 

【戸別訪問、一部交通安全】 

 ③茂辺地【交通安全、戸別訪問】 

 ④当別・三ッ石【戸別訪問】 

○民生委員児童委員は、地域での資産家や校

長先生など名士が多く、近づきづらい存在

と感じていましたので、これらの環境を変

えることだと思ってのことと思います。 

・自己評価 戸別訪問により、民生委員児童委員の存在を

少しは知っていただいていると思います。継

続的に行うことが大切と感じています。 

活動強化週間に限らず、交通安全週間と連携

 

「ふまねっと・ボッチャ

交流会」 

 

店舗前でＰＲ活動 
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をとり、ＰＲ活動を行うべきと、今後も時

間が必要です。 

 

民 児 協 名 第４民生委員児童委員協議会 

委 員 数 29 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

ＰＲカード、ポケットティッシュを訪問宅 

にて配布。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 訪問活動 

・対  象 

・実施期間 

地域住民 

令和５年５月７日～21 日 

・ね ら い 一斉改選後で定数の 1/3 が交代となり、コロ

ナ禍で訪問活動が思うようにできない状況

であったので、特に新任委員の地域住民に対

して顔が見える活動に努めるために、活動強

化週間の期間にとらわれることなく実施し

た。 

・内 容 等 ○各委員の担当地区の高齢者宅や、子育て世

帯への訪問活動の実施。主任児童委員によ

る学校訪問の日程調整を行った。 

○仕事をしている委員が多いので、活動強化

週間の期間にとらわれることなく活動し、

一人暮らしの高齢者宅や、高齢者世帯を訪

問して安否確認及び相談にあたり、緊急時

の福祉票がない世帯に対して、福祉票の作

成を行った。子育て世帯に対して主任児童

委員としてＰＲ活動を行った。 

・自己評価 一斉改選後であり、コロナ禍でなかなか訪問 

活動ができなかったが、第５類に移行され訪 

問がしやすくなり、対面での訪問活動や、話 

ができて良かったと思っています。 

 

 

新十津川町  
 

民 児 協 名 新十津川町民生委員児童委員協議会 

委 員 数 23 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

新十津川町広報誌による情報発信 

・活動写真等 

 

 
 

 

 

妹 背 牛 町  
 

民 児 協 名 妹背牛町民生委員児童委員協議会 

委 員 数 13 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

○５月 12 日新聞折込にて、担当民生委員児

童委員の紹介を兼ねた広報誌を作成し、

ＰＲ活動を実施。 

○各委員ごとに、住民台帳の点検及び整理

を行い、業務の効率化を図った。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 地域見守り隊巡視活動 

・対  象 地域住民、高齢者、子育てをしている保護

者、こども、障がいのある方 

・実施期間 令和５年５月 12 日～18 日 

・ね ら い 強化期間中、巡視活動を通して地域の方々

に対する見守りの強化や、美化活動を実施

し、民生委員活動に対する町民への周知や

地域貢献につながる活動とした。 

・内 容 等 ４月から 10 月の毎週月曜日、児童の下校時 

にあわせて、14 時 30 分より町内を４ブロッ 

クに分けて町内を巡回し、子どもや高齢者 

等に声かけ、見守りを行う。その中で、ゴミ 

拾いも実施しており、環境美化に貢献して 

いる。 

・自己評価 計画通りに活動の実施が行え、地域住民の

見守りや環境美化に努めることができた。 

・活動写真等 

 

   
 

 

 

 

 

日 高 町 
 

民児協名 日高町民生委員児童委員協議会 

委員数 48 名（内主任児童委員３名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

日高町広報誌「広報ひだか」６月号に掲載 

・活動写真等 

 

 
 

 

 

森  町 
 

民 児 協 名 森町民生委員協議会 

委 員 数 54 名（内主任児童委員３名） 

 

ＰＲ広報誌 地域見守り隊巡視活動の様子 

「広報しんとつかわ」４月号に掲載 

「広報ひだか」 

６月号に掲載 
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広報等によ

るＰＲ活動 

①「広報もりまち５月号」にＰＲ記事掲載 

②桜祭り会場内で啓発グッズ（チラシ、ティ

ッシュ、ウエットティッシュ）配布 

・活動写真等 

 

 
 

 

 

鷹 栖 町 
 

民 児 協 名 鷹栖町民生委員児童委員協議会 

委 員 数 22 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

５月 12日に各小中学校教頭へ「みんせい！」 

の配布を依頼。 
 ・鷹栖小学校（４年生～６年生） 

 ・北野小学校（４年生～６年生） 

 ・鷹栖中学校（１年生～３年生） 

 

 

上富良野町  
 

民 児 協 名 上富良野町民生児童委員協議会 

委 員 数 34 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

①町広報誌上に「民生委員児童委員」につい

て記事を掲載。令和５年５月 10 日号紙面

上に記事を掲載し、全戸へＰＲを行った。 

②独自広報誌の発行などＰＲ活動の展開。

５月、１ヶ月間で町内高齢者宅（全戸）を

民生委員が訪問し、チラシ及びＰＲカー

ドの配布を行った。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 小・中学校児童生徒の登校・下校時の見守り・声かけ 

・対  象 こども 

・実施期間 令和５年５月１日～31 日 

・ね ら い 小・中学校に通学する児童生徒の登下校時 

刻に通学路において見守り・声かけ等の支 

援活動を実施し、地域の防犯、交通安全啓発 

を推進する。 

・内 容 等 ○徒歩による通学区域（市街地部）におい

て、地域住民会と連携して登下校時刻に

通学路における見守り・声かけを実施し

た。 

○民児協における年間活動計画において、

毎年実施事業のメニューとして設定して

おり、当該実施期間のみならず、年間を通

じて継続的に取り組んでいる。 

 また、地域住民会による「みまもり隊」や

交通指導員とも連携しており、スクール

カレンダーによる学校行事の把握に努

め、効果的に活動を行っている。 

・自己評価 防犯上の監視や交通安全への意識がより深

まり、安心安全な通学環境が確保された。 

(2) 町内学校訪問・児童福祉週間ポスター掲示、配布依頼 

・対  象 子育てをしている保護者、こども、教職員 

・実施期間 令和５年５月 10 日 

・ね ら い 厚生労働省が提唱する「児童福祉週間」につ 

いて、対象者である児童・生徒とその保護 

者、施設に勤務する職員等に対して効果的 

な普及啓発を図ることを目的として、施設 

内において１ヶ月間ポスターの掲示を依頼 

するとともに、フリーペーパー「みんせ 

い！」ＰＲクリアファイルの配布を依頼す 

る。 

・内 容 等 ○主任児童委員２名により、町内小・中・高

校、認定こども園・児童館など 13 か所を

訪問し、当民児協で準備した「児童福祉週

間」ポスターの施設内掲示（５月末まで）

を依頼した。 

 また、小・中・高校にはフリーペーパー「み

んせい！」及びＰＲクリアファイルの配

布を依頼した。（実施日：令和５年５月 10 日） 

○主任児童委員がポスターを持参の上、直

接訪問することで、学校や認定こども園

側との対話機会が得られ、校内や園内、児

童・生徒・園児の様子など訪問先から情報

提供いただき、委員活動の参考としてい

る。 

 また、フリーペーパーの配布を始めたき

っかけは、町民児協において登下校時の

見守り活動を行っているが、「民生委員児

童委員の認知度は高くないので、啓発物

品の配布を行ってはどうか」と民生委員

からの提案が出たためである。 

・自己評価 大判（Ｂ２判）のポスターを１ヶ月間掲示い

ただくことで、依頼しているため対象者へ

の十分なＰＲが図られた。 

・活動写真等 

 

 
 

 

 

 南富良野町 
 

民 児 協 名 南富良野町民生委員児童委員協議会 

委 員 数 11 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

行政広報誌５月号で「民生委員・児童委員 

の日」及び、委員の顔写真・連絡先を掲載し、 

周知活動を実施しました。 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 学校訪問 

・対  象 学校長又は教頭 

・実施期間 令和５年５月１７日 

・ね ら い ①民生委員児童委員活動の普及啓発（啓発

パンフレットの配布） 

②児童虐待への対応とケース情報の共有 

③要保護児童対策地域協議会との連携 

④学校や地域の実情把握 

・内 容 等 ○学校訪問を実施 

○町民児協会長、主任児童委員２名及び事

務局が町内の全小中学校（３校）を訪問 

・自己評価 学校長又は教頭、各学校との連携強化を図

ることができた。 

・活動写真等 

 

「広報もりまち」 

５月号に掲載 

 

 

町広報誌に掲載 
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剣 淵 町 
 

民 児 協 名 剣淵町民生委員・児童委員協議会 

委 員 数 13 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

①啓発のぼり旗の設置 

 日時：令和５年４月６日～５月 19 日 

 場所：剣淵町健康福祉総合センター玄関

【ＰＲ内容】 
 ・北海道民生委員児童委員連盟より借用したの

ぼり旗を健康センター玄関に設置し、民生委

員児童委員活動の啓発 

②町広報誌への掲載 
 ・町広報誌『絵本の里けんぶち』令和５年５月

号 

③民生委員児童委員ＰＲチラシ配布（担当地

区全世帯） 
 ・民生委員児童委員は町内自治会戸別配布を活

用し、地区担当者名入りチラシを配布。 

  主任児童委員は町保育所、学童保育所にチラ

シを設置し配布。 

・活動写真等 

 

   
 

 

 

 

 

下 川 町 
 

民 児 協 名 下川町民生委員児童委員協議会 

委 員 数 19 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

訪問時に使用する名刺の作成 

■具体的活動によるＰＲ活動 

(1) 高齢者宅への訪問活動 

・対  象 高齢者 

・実施期間 令和５年４月 20 日～５月 31日 

・ね ら い 高齢者宅を訪問することにより、 

①担当地区民生委員児童委員の顔と名前を知って

もらう 

②高齢者見守りのための高齢者台帳の作成 

③高齢者の様子を把握 

・内 容 等 見守りの必要な 65 歳以上の独居・夫婦世帯 

等を訪問して台帳を作成することで、災害 

時や健康状態が悪化したときなどの対応に 

活用する。 

・自己評価 高齢者台帳の整理状況や、訪問の頻度が委員

に差がある。 

(2) 学校・障害者施設・高齢者施設への訪問活動 

・対  象 こども（小中学校）、障がいのある方、高齢者 

・実施期間 令和５年５月２日～９日 

・ね ら い ①民生委員児童委員の活動を知ってもらう 

②民生委員児童委員の顔と名前を知ってもら

う。特に、小中学校は主任児童委員の顔と

名前を知ってもらう。 

・内 容 等 ○小中学校訪問 

○障害者グループホーム「ういる」への訪問 

○特別養護老人ホーム「あけぼの園」への訪

問 

○委員が手作りした雑巾を、小中学校・障害

者グループホームに訪問して寄贈する。各

委員が自宅で使用しなくなったタオル等を

集め、雑巾等使用できる大きさに切り、特

別養護老人ホームに寄贈する。 

・自己評価 女性委員が集まって、捨て布切りや雑巾作成

することで委員の交流が図られた。 

 

 

小 清 水 町 
 

民 児 協 名 小清水町民生児童委員協議会 

委 員 数 20 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

新聞朝刊に広報誌の折り込み 
（５月 12 日（金） 民生委員・児童委員の日） 

・活動写真等 

 

 

 

 

湧 別 町 
 

民 児 協 名 湧別町民生委員児童委員協議会 

委 員 数 41 名（内主任児童委員３名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

民生委員児童委員協議会広報誌（チラシ）発

行による広報活動 ※町内全戸配布 

 

 

 

 

 

 

 

 新聞朝刊に折り込み 

広報誌５月号に掲載 

 

設置したのぼり旗       配布したチラシ 
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雄 武 町 
 

民 児 協 名 雄武町民生児童委員協議会 

委 員 数 20 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

町広報誌「広報おうむ５月号」にて町民へ周

知。 
※広報誌は町のＨＰでもご確認いただけます。 

・活動写真等 

 

 
 

 

 

上 士 幌 町 
 

民 児 協 名 上士幌町民生委員児童委員協議会 

委 員 数 19 名（内主任児童委員２名） 

広報等によるＰＲ

活動 

①フリーペーパー「みんせい！」の配付 
 ・小学校訪問時に持参し、学校を介し各児

童へ配付 

②広報「かみしほろ」にて民生委員児童 

委員をＰＲ【令和５年５月発行分に掲載】 

■具体的活動によるＰＲ活動 

町内認定こども園・各学校訪問【令和５年５月 15 日】 

（町内認定こども園、上士幌小学校、上士幌中学校、上士幌 

高校を訪問） 

 

 

清 水 町 
 

民 児 協 名 清水町民生児童委員協議会 

委 員 数 33 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

町広報誌にて特集記事掲載 

・活動写真等 

 

   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

更 別 村 
 

民 児 協 名 更別村民生委員児童委員協議会 

委 員 数 12 名（内主任児童委員２名） 

広報等によ

るＰＲ活動 

○「広報さらべつ」令和５年５月号掲載 
  ・村内全戸配布 
  ・更別村ホームページ掲載 

○「みんせい！」令和３年の配布 
  ・村内の小学３年生～６年生へ学校経由配布 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「広報しみず」５月号に掲載 

「広報おうむ」５月号に掲載 
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令和５年度 

民生委員・児童委員の日 

民生委員児童委員活動強化週間事業 

市町村民児協取り組み報告書（令和５年１０月発行） 

                         

 

公益財団法人 北海道民生委員児童委員連盟 

〒060-0002 札幌市中央区北２条西７丁目 

北海道立道民活動センター ４階 

 TEL 011-261-2181 ／ FAX 011-261-3081 


